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ごあいさつ ─ かまいしこども園の活動紹介と、子ども

たちへの遊びのきっかけを盛り込んだフリーペーパー「ほや

ほや通信」第2号をお届けします。今号では、かまいしこども

園が2016年から実施している「ぐるぐるミックス in釜石」の

取り組みを紹介します。アーティストが遊びを通して子どもた

ち一人ひとりの祝福の瞬間を引きだす「ぐるぐるミックス」の

手法は、5年間を通してこども園の先生と子どもたちにどのよ

うな変化をもたらしたのでしょうか？



─ 谷中のおかっての皆さんが、かまい

しこども園と「ぐるぐるミックス」の活動さ

れるようになった経緯を教えてください。

渡邉　　私たちが初めてかまいしこども

園と活動をご一緒させていただいたのは、

2016年の2月です。実はその前の2012

年から、東京都の被災地支援事業の一環

で、大槌と釜石には「きむらとしろうじんじ

んの野点」というアートプログラムで関わっ

ていて、そちらで一緒に活動していたのが、

「ぐるぐるミックス」の講師のひとりでもあ

るアーティストのきむらとしろうじんじんさ

んです。じんじんさんはアートの活動と併行

して、京都の私立幼稚園でこどもアトリエ

というのを20年近くされていて、谷中での

「ぐるぐるミックス」も、そこでの経験やノウ

ハウを教えていただきながら立ち上げた経

緯があります。「釜石でも子どもたちとの活

動ができたらいいよね」という話は、大槌

や釜石を訪れるたびにしていて、その活動

の中で@リアスNPOサポートセンターの

川原さんとの出会いがあり、川原さんを通

じてかまいしこども園と接点を持たせてい

ただいたのがきっかけになります。

園長　　私としては、日頃からいろんな活

動を子どもたちにさせたいなと思っている

ので、園の外からいらっしゃる方が取り組

む活動も面白いなと思って、まずはお試し

という感じで一緒に取り組ませていただき

ました。でも最初の頃は、私も含めて、たぶ

ん職員は100％受け身だったような気がし

ます。皆さんが「ぐるぐるミックス」を行う

のを手伝ったり、もっと言えば子どもたちと

一緒に「わー、楽しい！」と思っていたよう

なところから始まりました。

渡邉　　2016年の夏から本格的に「ぐる

ぐるミックス in釜石」として年に何度か活

動をさせていただきました。初めの頃はこ

ども園の先生にも東京に何度か来ていた

だいて、谷中でやっている「ぐるぐるミック

ス」を体験してもらったり、逆に私たちがこ

ども園に終日居させてもらって、保育の現

場で先生たちがどんな日常を過ごされてい

るのかを勉強しながら、この中で私たちが

できることは何だろうということを考えたり

しました。2年目の2017年には、こども園

で私たちが「ぐるぐるミックス」をやったあ

とに、先生たちが残りの素材を使って自主

的に後日のクラスでもう一回やってみるよ

うな動きが出てきたり、3年目には、こども

園の先生が自身が考えた遊びを自分のク

ラスでやってみる「プチぐる」が始まりまし

た。この年は先生たちを対象に、アイデア

を形にする力をサポートするためのワーク

ショップを新たなアーティストを加えて実

施しました。4年目となる昨年には、各クラ

スで1回ずつ、0歳児のクラスを含む全部

のクラスで「プチぐる」を実施できるように

なりました。今年はコロナの影響もあって

うかがえなかったのですが、先生たちがク

リエイティヴな遊びを展開されている様子

を動画で拝見し、一緒に振り返りをしたり

しています。そういった形でちょっとずつ変

化しながら、こども園の皆さんとアーティス

トと一緒にこの活動を続けています。

─ 天野先生は、外部の方がこども園

に行って活動をともにするというケースを

いろいろご存知だと思うのですが、そのと

きに注意すべきことはありますか？

天野　　保育者が、専門の方たちにすっか

りお任せしてしまわないようにと思ってい

ます。保育者は子どものすべてを知りたい

し、子どもたちのいろんな顔や姿を見たい

はずです。ですから、外部の専門性をもっ

た方にファシリテーターになってもらって、

保育者も一緒に楽しみながら、子どもたち

の中の多様性や可能性が引き出されていく

といいなと思います。今のお話を聞いてい

ると、保育者がだんだん主体的に関わるよ

うになってきているということでしたので、

そういう方向でぜひ継続していただきたい

です。

園長　　今年でもう5年目になるんです

ね。皆さんと一緒に「ぐるぐるミックス」を

繰り返していくうちに、先生たちが「自分た

ちでもできるんじゃない？」っていう気持ち

が芽生えてきて、そこから何かが変わって

きたのかなと思っています。最初の頃は「ぐ

るぐるミックスをする日」というのを設け

ていたんですけど、「その日だけじゃなくて

も、どんどんいろんな遊びを取り入れても

良いんじゃない？」という思いも出てきたよ

うで、私としては、それを日々の保育にどん

どん入れてほしいなと思っています。ただ、

園の外から人が入ったときに普段と違う感

覚が出るということも確かにあって、特に

「ぐるぐるミックス」のときには大胆なこと

ができるというイメージが先生たちの中に

あるみたいです。

─ 講師のじんじんさんや大西さんを見

ていて、保育者とは違うアプローチや振る

舞いを感じる部分はどういった点ですか？

園長　　遊びに入る前の「導入」にはいつ

も驚かされます。本当に魅力的に子どもた

ちを引きつけて、遊びに入ったあとは子ど

もが自分たちのしたいことができるように

する、その流れが見事だなあと。そして、そ

ういう導入で始まった遊びなので、いつも

子どもたちが好きなことを思いっきりやっ

ているんです。これこそが、保育、というよ

り本当の意味で遊びの力なんですよね。そ

の技を先生たちも盗みながら、自分たちの

技術につなげていってほしいなと思います。

渡邉　　「ぐるぐるミックス」の活動自体

が、何か正解を子どもたちに見せて、同じ

ようにやってみようというのではなく、素材

自体の面白がり方や遊びの幅を興味のきっ

かけとして手渡すようにするということは、

いつも意識していると思います。

天野　　互いに学び合ったり、影響を受け

合ったりする相互性が大事で、そういう中

で小さなネットワークのようなものが生ま

れていくといいですね。大人同士が協力し

て信頼関係を築いている、これこそが子ど

もたちに伝えたいところです。子どもは大

人の背中を見て育つと言いますけれど、大

人同士の関わりをよく観察していて、その

姿に多かれ少なかれ影響を受けていること

でしょう。一方で、今の社会の中で、人々が

孤立したり分断されたりしているといった

現実があるかと思いますが、こうした中で

子どもを真ん中に、子どもたちを核にして、

大人同士が協力して信頼関係を築いてい

る姿を子どもたちに伝えたいし、子どもた

ちもそこから感じ入るものがきっとあるは

ずだと思うのです。

園長　　そうですね。震災後、いろんな方

たちがうちの園に来てくださって、いろん

な関わりが本当にたくさんあったと思いま

す。「やってみようか」から始まったものが、

こうして長く続いて子どもたちや職員にすご

く大きな影響を与えてくださっているので、

やっぱり人との出会いというのは素晴らし

いなと改めて実感しています。子どもたちに

とってもいろんな人との関わりはすごく大

切だし、もっともっと経験させたいなと思っ

ています。

渡邉　　今年度の活動は私たちも映像で

拝見しているのですが、この間の4歳児の

「プチぐる」では、ホールで床にも壁にも一

面に紙を広げて思いっきりお絵かきをする

ようなプログラムをされていました。子ども

たちは手と足も絵の具まみれになりながら

も、先生たちがすごく落ちついて対応され

ていたのが印象的でした［P8参照］。

園長　　先生たちも、ぐるぐるの皆さんの

活動で慣れちゃったんじゃないかな（笑）。

今年は夏にも5歳児が園庭で同じような活

動をして、そういうダイナミックな活動が続

いてるんです。最初に計画書を見たときに

は、みんなもっと違うことすればいいのに

と思ったんですけど、実際に先生たちや子

どもたちを見ていると、あ、ただ単に同じこ

とをしてるんじゃなくて、この活動こそがし

たかったんだと伝わってきました。

天野　　保育現場で長時間過ごす子ども

たちにとって家庭的な温かさや安心できる

室内の空間というものが必要だし大事です

けれど、一方で、家庭ではできないことを

体験すること、家庭とは異なる環境の下で

思う存分楽しめることが大切です。自分よ

り大きなオブジェや長い紙に囲まれたり、

全身を使って格闘したりすることで、「もっ

と大きくなりたい！」という気持ちも促され

るのではないでしょうか。

園長　　まさにその通りだと思います。絵

の具をたくさん使ったり、ダイナミックに服

も汚れたりということは、やっぱりなかなか

お家ではできないので、それができる楽し

さや喜びは、子どもたちを見てすごく伝わっ

てきます。この間の4歳児の「プチぐる」の

ときは、集中して楽しんでいる姿にちょっと

感動しました。中には手が汚れたり服が汚

れたりするのを嫌がる子もいるんですけど、

その子もずっと見ていたら、だんだん楽し

くなって、最後にはぐちゃぐちゃになってい

ました。いろんなことを子どもたちが考え

て、それぞれのやり方で楽しんでいるんで

すね。家庭では絶対できない活動というの

は本当に素晴らしいと思いますし、やっぱ

りそのきっかけは「ぐるぐるミックス」が与

えてくれたのかなと思います。

渡邉　　ありがとうございます。現場の先

生たちも手応えを感じている様子ですか？

園長　　そうですね。先生たちがいろい

ろ計画しても、「こうなるとは思わなかっ

た」っていう感想もときどき聞きますが、私

はそれはそれでいい感想だなと思っていま

す。子どもたちが予想しないことをやって

楽しんだということもあるし、私たち保育者

が気づかされたということもありますし、思

いもよらない展開というのはみんなにとっ

ていい結果なのかなと思っているので、見

ていてとても楽しいです（笑）。

天野　　いいですねー。普段は他の子にい

たずらしたりして駄目よって言われているよ

うな男の子が、ダイナミックな遊びに没頭し

ている姿は惚れ惚れしますね。夢中になっ

てると、人にちょっかいを出してる暇はない

ですよね（笑）。だから、育ちゆくエネルギー

が強くあふれている子が、普段そういうも

の足りなさ、遊び足りなさの中で、ついエ

イッと手を出してしまうこともきっとあった

んだろうなと、日常の保育を見直す機会に

もなるのではと思います。もっとやってみた

い、もっと伸び伸び遊びたいという子ども

の思いを汲んであげたいですね。

園長　　本当にその通りです。今年度は

「プチぐる」をしたときに、他のクラスの子

がやっていることを見て、普段の遊びの中

でちょっと真似してみたり、こうしたらもっ

とよくなるねと先生同士が話したりする場

面も少しずつ出てきているので、それがもっ

と拡がっていけばいいと思います。そのた

めにも、今先生たちが一生懸命話し合って

いて、天野先生にもご助言をいただきなが

ら、子どもたちにとってのより良い遊びの

環境を整えようと頑張っているところです。

天野　　素晴らしいですね。完璧な保育

環境というものはたぶんないのです。この

子にとってはいいけれどこの子にとっては

もの足りないとか、時期によって興味が変

わったりとか。子どもたちが関わることで

環境も変わっていくので、その度に試行錯

誤しながら、今できる最善のものを探求し

ていただきたいです。そして、子どもたちと

関わる中で気づいたことがあれば、それを

取り入れて遊びの内容や保育環境を柔軟

に変えていって欲しいです。保育は生もの

ですからね。

渡邉　　私たちも、また先生や子どもたち

に会える日を楽しみにしています。今日はど

うもありがとうございました。

 かまいしこども園との 
 出会いと関わり 

2016年から、東京・台東区を拠点にアートプロジェクトを企画運営する谷中のおかってと取り組む「ぐる
ぐるミックス in釜石」。アーティストを講師に、子どもたちの興味を引きだして遊びを誘発する試みは、年
を重ねるごとに、かまいしこども園の先生たちによる自主的なアートプログラムの実践へと発展し、子ども
たちの日常にも影響を与えています。5年にわたる「ぐるぐるミックス in釜石」の活動について、保育学が
専門の天野珠路教授をゲストに迎えて、藤原けいと園長と谷中のおかっての渡邉梨恵子さんに、オンライ
ンでディスカッションをしていただきました。

天野珠路
（鶴見大学短期大学部教授）
 ×
藤原けいと
（かまいしこども園）
 ×
渡邉梨恵子
（谷中のおかって）

 こども園の中だからこそできる 
 ダイナミックな活動 

 相互に影響を受けながら築く信頼関係を 
 子どもたちに伝える 

2020年11月24日 収録　　聞き手・構成：小林英治

遊びの環境をつくる実験場
～ぐるぐるミックス in釜石をめぐって～

鼎談

天野珠路（あまの・たまじ）
鶴見大学短期大学部教授。19年間の保育者
生活のあと、横浜市保育運営課、国学院大
学幼児教育専門学校を経て、2007年4月よ
り保育士初の厚生労働省保育指導専門官を
務める。東日本大震災後に被災した園を訪ね
歩く中で釜石保育園（当時）と出会い、以後も
親交を深める。取材・監修を務めた記録映
画『3・11その時、保育園は』（岩波映像）が第
53回科学技術映像祭で特別奨励賞／平成
24年度優秀映像教材選奨で最優秀作品賞
（文部科学大臣賞）を受賞。
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2018年9月にぱんだ組（3歳児）で行ったプチ
ぐる「おもいっきり絵の具」

ぐるぐるミックス in釜石
事業実施体制（2020年現在）

2020年度はプチぐるの様子を親御さんや関係
者に向けてYouTubeで限定公開した

講師を務める大西健太郎の「導入」を聞きなが
ら、これから体験する遊びを想像する子どもたち
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じんじんからのお手紙

今日はぐるぐるミックスを立ち上げた頃考えていたことを少し書い

てみようと思います。谷中のおかってのみなさんとぐるぐるミックス

を立ち上げたのは2010年度末だったかな？　当時の僕は1995

年から京都の私立幼稚園でずっと行ってきた「こどもアトリエ」で

の活動に（とっても充実した素晴らしいアトリエであったし、今もそう思っ

ていますが、でも）どこか飽き足らない……うまく言えないけれど「何

かが足りない」……そんな感覚を抱いていたように思います。

う～ん、立ち上げ当時一番思っていたことは、何だったろう？　ま

ずひとつめは、「お絵描きや工作を嫌いには絶対にさせないぞ

～！！」でしたね。

　こどもアトリエのようなこと・場作りをかれこれ25年以上やっ

ていますが、描いたり作ったりすることが「ほんまに嫌い」な子には

（絶対とは言えませんが）あまり会ったことがない気がするのです。で

も、お絵描き教室や造形教育・指導が絵や工作を嫌いに「させて

しまっている」瞬間は（残念ながら）沢山見て来たような気がします。

絵の具は大好き、色を塗るのも、筆の走る感じも大好き……、なの

に「さあ、みんなで絵を描こう！！」って言われると、とたんにどう

していいかわからなくなっちゃう。子どもに限らず、誰でも思い当た

る節があるんじゃないでしょうか？（僕も思い当たります・笑）

　いや～、こりゃいかんですよ。もちろん、得意不得意や相性は誰

にでもある。でも、それは、子どもたちが大きくなっていく過程で

それぞれのペースで直面して自分自身で（無意識に、も含めて）いろ

んな偶然・必然にまみれながら出会い選択していくもの。幼稚園

や保育園にいるような年齢の間は、とにかく「嫌いになんかさせな

いぞ～」が第一だって思ってましたし、今もそう思っています。僕は

お絵描きや工作が好き。自分が好きなものを嫌いにさせてどうすん

ねん。とにかく、上手にできるように指導するんじゃなくて、魅力を

（その予感だけでも）手渡したい、魅力的な入り口さえ設定できれば

……。今でも、それが一番大事な気がしています。

ふたつめは、「子どもたちにとっては大人が一生懸命やってる作業

というのは、どれも、全て魅力的なものに見えている」ということ。

これも、ずっと子どもたちと工作やお絵描きをしてきて、今でも全

く揺らがない確信です。

　ひとつめの話の「魅力的な入り口」っていうのは、「子ども用に、

簡単に、楽にできるようになっていること」とは全く、もう、まった

く違う。大人が重い石を持ち上げてるのを見たら、子どももやっぱ

り重い石を持ち上げたいんですよ。発泡スチロールの「子ども用の

石」なんて持ち上げたくない（笑）、プライドが許さない（笑）。もち

ろん、体力にも経験にも違いがあるわけで、子どもに大怪我するよ

うな無茶をさせたいわけじゃないし、それはしてはいけない。でも、

こちらが勝手に・なんとなく・簡単に「子ども用」を設定するって

いうのは、子ども「たち」をあまりにも均質に捉えた、とっても失礼

なことのように感じます。「大人（自分自身）が本気でおもろがれる、

没頭できるような作業」を子どもたちにどうやって手渡すか……。

これを、とっても重要だと感じていました。とっても単純で、一番重

要なこと。機嫌よく・没頭して作業してる人の姿っていうのは、子ど

もたちにとって（きっと大人たちにとっても）最高に魅力的で引きつけ

られるものであり、最良の入り口である。シンプルな話です。

　アーティストなんて大仰な名前で呼ばれる人であるかどうかより

も、その人が、嬉々としてであれ、しかめっ面であれ、打ち込んで

いる作業やその身体の動き（フォーム）は子どもたちにとってすべ

て魅力的。魚屋のおっちゃんが魚を扱うフォームも、ベテランのレ

ジ打ちの店員さんのテキパキした動きも声も、絵描きが画面に絵

の具をのせる動きも色も、郵便配達員さんのスーパーカブの運転

も制服も、もちろん給食室の調理作業も盛りつけも、工事現場で

ユンボで穴掘ってる作業も音も……。アーティストと呼ばれる人

も、あくまでその一人。強いて言うなら、自分がやってる作業や自

分のフォームに対するこだわりがめっちゃ強い人（ええ意味でも悪

い意味でも・笑）。そして自分の好きなものやことを、好きと言い張

るのが仕事（ええ意味でも悪い意味でも・笑）、という意味では、魅

力の入り口への、ええ案内人にはなれるのかもしれません。

なので、最後のみっつめは、「子どもたちには今のうちに本当に本

当に色んな大人たちと出会っておいて欲しいなぁ」ってこと。

　ぐるぐるミックスを立ち上げる前の7～8年間ぐらいは─

2001年に大阪の小学校に男が乱入して何人もの子どもたちの命

が奪われた事件の影響がすごく大きかったと思うのですが─と

にかく「子どもたちを隔離する」＝（イコール）安全、という方角に

一気に世の中の空気が進んでいるように感じていました。子どもた

ちが集まる場所を地域に「開いて守るのか、閉じて守るのか？」と

いう議論も少しはあったような気もするのですが、大きな流れには

ならなかった。僕が勤めていた幼稚園の入り口にも監視カメラが付

いて、身分証の携行が厳密になり、校舎が新築された時には園舎

を2階に上げて外からは一切子どもの気配が感じ取れない建物に

なり、外から園に人を呼ぶ機会も設けにくくなって、子どもの居場

所がどんどん隔離されていく。でも、その一方で「子どもにとっての

〈体験〉の大切さ」だけは熱心に語られ、アーティストによるワーク

ショップ的な催しはさかんに奨励される……。とっても大雑把なま

とめかたですが、そんな空気を感じて、なんか、ほんまにモヤモヤ

していました。

　僕が一番大好きだった「子どもたちと小さなスケッチブックを抱

えてクレヨンを2～3本ポケットに入れて、近くの商店街に（あらか

じめ挨拶回りをしといて、ですが）お散歩&スケッチに行く」っていう

時間もできなくなっちゃった。

そうこうしているうちに、今や幼稚園や保育園を作ると

なると「苦情」が出る世の中に。僕が勤めていた幼稚園で

も「子どもの声がうるさい」という苦情が総務から（幼児教育学科が

ある短大付属なのに！）来る。

　「ない」ことが普通になると「ある」ことが迷惑になる。「見えな

い」ことが普通になると「見える」ことが危険と感じられるように

なっちゃう。「親」か「先生」以外の大人と子どもが出会うことをで

きるだけ避けることが「常識」になろうとしている。コロナ禍でこの

傾向がさらに強まってしまわないことを、心から、心から、ほんま

に願っています。

ぐるぐるミックスを立ち上げた当時、こんなことを考えていました

（コロナ禍の一文だけは今強く思っていることです）。こうして書いてみ

ると、今も考えてることはあまり変わらないなぁ～、と思います。谷

中のぐるぐるミックスも釜石でのぐるぐるミックスも、まだまだ続い

ていってほしいなぁ。「出会わないことが普通」にならないように。

そして、「色んな大人たち」の中には当然（いや、誰よりも先に）こど

も園の先生方も含まれる。だからこそ、ほんま「プチぐる」はすん

ばらしいと思います。先生方が、ご自身が「魅力的だ！ 子どもたち

に手渡したい！ 一緒にやってみたい！」と思われることをどしどし

実現していく。そのためのヒントにぐるぐるミックスがなれるなら、

ほんまに最高！！

これからかまいしこども園での子どもたちと先生方の「あそび」が

どんな様子になっていくのか、どんな風景が生み出されていくの

か、とっても楽しみにしています。

2011年の12月から続く、釜石・大槌のみなさんとの御縁に心か

ら感謝しつつ。

2020年12月

大西健太郎からの遊びの種
た ね

 うちゅうじん  うちゅうじん をを 
 あたま  あたま にに 
 のせて のせて、、 

 あたま か あたま からら 
 おちない よう おちない ようにに 

 て  て をを 
 はなせる かな はなせる かな？？ 
 うちゅうじん  うちゅうじん をを 

 あたま  あたま にに 
 のせて のせて、、 

 なるべく とおく  なるべく とおく にに 
 いって みよう いって みよう！！ 

大西健太郎（おおにし・けんたろう）

アーティスト、ダンサー。風と遊びの研究所主宰。東京藝術大学大学院先端芸術表現科修了後、東京・谷中界隈
を活動拠点に、その場所・ひと・習慣の魅力と出会い「こころがおどる」ことを求めつづける。2011年よりこども
創作教室「ぐるぐるミックス」でファシリテーター及び統括ディレクターを、2016年度より「ぐるぐるミックス in釜
石」の講師を務める。2017年より、板橋区立小茂根福祉園にて他者との共同創作によってつくり出す参加型パ
フォーマンス〈「お」ダンス プロジェクト〉を展開。2018年、南米エクアドルにて「TURN-LA TOLA」の参加アー
ティストとして、地域住民と共同パフォーマンス〈El Azabiro de La Tola〉の公演を行う。

 あたま あたま にに 
うちゅうじうちゅうじんん 

きむらとしろうじんじん
美術家。1995年より移動式の陶芸お抹茶屋
台「野点（のだて）」をスタート。路上、空き地、
公園など、さまざまな土地と風景の中で開催し
つづけており、2012年より大槌や釜石でも実
施。2011年に東京都と公益財団法人東京都
歴史文化財団 アーツカウンシル東京、一般社
団法人谷中のおかっての共催によるこども創
作教室「ぐるぐるミックス」の立ち上げに関わ
る。2016年度よりかまいしこども園で実施す
る「ぐるぐるミックスin釜石」の講師を務める。

© Miho Kakuta
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りんめい
看護師、調理師、食生活アドバイザー。
こども園のぐるぐるミックスや屋外
行事などでもお手伝いをしています。
FMねまらいんにて毎週木曜18:10

から「りんめいのわっぱがクッキン
グ」を放送中。

【材料】 卵 5個
 チョコレート 360g（板チョコ5枚くらい）

【つくり方】
① 卵を黄身と白身に分け、白身でメレンゲを作っておく。
② 炊飯器にチョコレートを割り入れ、そのままフタをしてスイッチオン。
③ チョコレートが溶け出したらスイッチを1回切る。
④ 卵黄を入れ、ゴムベラで混ぜる（温かいと卵黄が固まってしまうので注意）。 
⑤ メレンゲを3回くらいに分けて入れ、ざっくり混ぜる。
⑥ よく混ざったら、炊飯器の炊飯スイッチをふたたびオン！
⑦ 竹串をさしてついてこなくなったらできあがり（ついてきたらもう一度オンします）。

りんめいさんのりんめいさんのミックスクッキングミックスクッキング
──親子で協力してつくってみよう親子で協力してつくってみよう──うちの次男坊の誕生日は平成9年3月11日。平成23年の誕生日には、「かねてから次男坊

がほしがっていた犬を買いに行こう」と夫婦で考えていました。しかし、あの日、釜石は大地震

と大津波に襲われ、家族が無事だったことと、避難生活とで、犬のことは忘れていました。

　その年の夏、ふっと犬のことを思いだした私は、「そうだ、犬を買いに行こう！」と、息子と

ばあちゃんを連れて内陸のペットショップまで行きました。本当はオス犬を希望していたもの

の、そこにいたのはメス2匹。「どっちがいい？」と息子に聞き、「せーの！」で私も息子も同時

に指を差したのが、今の犬「はな」でした。

　そこから、犬との生活が始まりました。犬を飼ったことがない私たちは、何から何まで初めて。

主人は犬好きで、子どもの頃から犬を飼っていましたが、当時は単身赴任中だったので手は出

せず……。毎日みんな（息子は3人います）で犬と戯れたことが、震災でつらい思いをし、毎日不

安いっぱいで暮らしていた家族の心を癒してくれたのは言うまでもありません。

　そんな「はな」も9歳になりました。いろいろな芸はできませんし、家族を守る番犬でもあ

りませんが、そこにいるだけでいいんです。そこにいてくれるだけで……。だって家族ですから！ 

これからも一緒に楽しく過ごそうね。
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澤田利子（さわだ・としこ）先生

ある家族の物語

 すいせん 

芳賀瑞穂（はが・み
ずほ）先生

『りんごかもしれな
い』

（ブロンズ新社）

絵・文：ヨシタケシ
ンスケ

 すいせん 
川原尚子（かわはら・なおこ）先生『ぼんやきゅう』（ポプラ社）
絵：長谷川義史　　文： 指田 和

22
作

：

藤
原
け
い
と（
ふ
じ
わ
ら
・
け
い
と
）
園
長

先生た
ち

Part 2

かまいし
こども園

の

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
◇
あ
い
ち
ゃ
ん

勤
続
◇
1
年
目

担
当
◇
う
さ
ぎ
組（
2
歳
児
）

教
え
る
の
が
得
意
な
こ
と
◇
お
絵
描
き

趣
味
◇
す
も
う
観
戦

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
◇
あ
い
ち
ゃ
ん

勤
続
◇
1
年
目

担
当
◇
う
さ
ぎ
組（
2
歳
児
）

教
え
る
の
が
得
意
な
こ
と
◇
お
絵
描
き

趣
味
◇
す
も
う
観
戦

私は中学生からの野球ファンです。好きなプロ野球チームは、釜石でテレビ放送が見られるジャイアンツでしたが、高校野球や『ドカベン』の大ファンでもありました。そんな私が「ぼんやきゅう」の存在を知ったのはいつだったでしょう。お盆に帰省したひとを集めて野球大会をする……。そんなことが普通に納得できるほど釜石は野球が盛んだったのです（新日鐵は都市対抗野球大会にも出ていました）。「なんでお盆の忙しいときに！」というお母さん方はいなかったのかなぁ～とほほ笑ましく思います。

この絵本は何といっても長谷川義史さんの絵が圧巻です。海の男たちの野球にかける意気込みが、ダイナミックな絵にすごく表れています。また、試合の場面にたった1つだけ出てくる赤い大漁旗（釜石はスポーツ応援の際に大漁旗を振ります）も印象的です。そして、最後のページには海を見ながら来年を楽しみにするおじいちゃんと孫。これからの釜石の復興への願いがすごく現れていて、震災への感傷と今後の希望が混じった気持ちになる作品です。

ヨシタケシンスケさ
んの絵がかわいく

て大好きなシ

リーズ（「発想えほん
」）です。『りんごかも

しれない』は、

りんご1つでたくさんの想
像ができる絵本です

。親子

で一緒に楽しめるの
で、こども園でも子

どもたちと驚

きながら見ています
。

い
っ
し
ょ
に
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 2017 
1.31 ぐるぐるミックスin釜石「自分マーク・自分シール」
 ゲスト：松原さん
2 .14 ぐるぐるミックス「ぐるぐるねんど」
2 .25 ぐるぐるミックス谷中研修「自分マーク・自分シール」
5.16 ぐるぐるの会「ぐるぐるミックスについての説明と今

年度の活動について」
7.11 ぐるぐるミックスin釜石「帯紙あそび」
7.12 先生方による自主活動：残った帯紙を使った「帯紙あ

そび」
9.9 ぐるぐるミックス谷中研修「帯紙あそび」
9.12 ぐるぐるの会「ミルボーの探検に向けて」
～10.2 「ミルボー」の素材集め
10.2 ぐるぐるミックスin釜石「ミルボーづくり」
10.3 ぐるぐるミックスin釜石「ミルボーの探検」
11.11 ぐるぐるミックス谷中研修「風まる妖怪」
12 .13 ぐるぐるの会「盆栽あそびに向けて」

 2018 
～1.30 「盆栽あそび」の素材集め
1.30 ぐるぐるミックスin釜石「盆栽あそび」
2 .13 ぐるぐるの会「活動の振り返り・今後に向けて」
5.15 ぐるぐるの会 「今年度の取り組みについて」
7.10 ぐるぐるミックスin釜石「おもいっきり絵の具」
7.11 ぐるぐるの会 「プチぐるで取り組んでみたい遊びにつ

いて」
9.12 プチぐる ぱんだ組「おもいっきり絵の具」
10.2 ぐるぐるミックスin釜石「おぜんで」
12 .12 プチぐる うさぎ組「うさぎぐみ探検隊」

 2019 
2 .12 ぐるぐるミックスin釜石 「ぐるぐるピクニック」
2 .13 ぐるぐるの会 「次年度の活動に向けて」
7.8 ぐるぐるの会 ワークショップ①　講師：富塚絵美
7.9 ぐるぐるの会 ワークショップ②　講師：富塚絵美
8 .27 ぐるぐるミックスin釜石「どこでもテーブルキット」
9.30 ぐるぐるの会 ワークショップ③　講師：富塚絵美
10.1 ぐるぐるミックスin釜石「ぐるぐるピクニック」
10.2 ぐるぐるの会 プログラム講座
 講師：きむらとしろうじんじん
10.11 プチぐる りす組「シールペタペタ楽しいね」
10.16 プチぐる きりん組「作ろう！みんなの家」
10.18 プチぐる ぞう組「等身大パネルをつくろう」
10.29 プチぐる うさぎ組「全身で絵の具を使おう！」
11.14 プチぐる ぱんだ組「おもいっきり粘土」

 2020 
2 .25 ぐるぐるの会 ワークショップ④　講師：富塚絵美
2 .26 ぐるぐるの会 ワークショップ⑤　講師：富塚絵美
2 .27 ぐるぐるミックス「あんな顔、こんな顔」

「おもいっきり絵の具 パート2」
対象：ぞう組（5歳児）　　プログラム考案：小笠原みなみ先生
担当：小笠原みなみ先生 / 岩渕理紗子先生 / 藤原けいと園長

「色を塗ってみよう！」
対象：ひよこ組（0歳児）　　プログラム考案：川原尚子先生
担当：川原尚子先生 / 阿部莉加先生 / 藤原けいと園長

「いろいろおえかき！」
対象：きりん組（4歳児）　　プログラム考案：芳賀瑞穂先生
担当：芳賀瑞穂先生 / 東柚加里先生 / 藤原けいと園長 / 大西健太郎さん（リモート参加）

2020年9月18日（金）

2020年11月18日（水）

「かきかきぺったん！」
対象：りす組（1歳児）　　プログラム考案：西原未来先生
担当：西原未来先生 / 佐々木香先生 / 小野寺愛先生 / 藤原けいと園長
石田真菜さん（実習生） / 大西健太郎さん（リモート参加）

2020年11月25日（水）

2020年11月13日（金）

ホールの床、壁、机、台などに張ったロール紙に、クレヨン、絵の具、色鉛筆、マーカーペンなど様々

な素材を使って、様々な角度で絵を描くことを楽しむプログラム。丁寧に各素材を紹介した芳賀先

生の導入のあと、子どもたちが思い思いの場所に散らばり、時には友だちと協力しながら、次々と

遊びを展開していきました。東京からリモートで画面越しに観察していた大西さんも、「遊びの隙間

がたくさんあるようにプログラムが設計されていたので、子どもたちの多様な過ごし方を見ることが

できました。ホールがまるで公園のようでしたね」と絶賛。「プチぐる」というよりも、「ぐるぐるミッ

クス」に近いスケールと拡がりのある活動になりました。

「ほやほや通信」02号をお届けいたします。今号では、東京都が公益財団法人

東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京と共催する東日本大震災の被災地

域（岩手・宮城・福島県）を対象とした事業、Art Support Tohoku-Tokyo［東

京都による芸術文化を活用した被災地支援事業］（ASTT）の枠組みを活用し、東

京都台東区を拠点にアートプロジェクトを企画運営する一般社団法人谷中のお

かってが実施しているこども創作教室の手法を取り入れて、2016年度からかま

いしこども園で開催している「ぐるぐるミックス in釜石」の活動を紹介しました。

新型コロナウイルスの影響で東京から釜石を訪れることがかなわない中、今回

の制作にあたっても、現場でサポートを務めてくださっている特定非営利活動法

人@リアスNPOサポートセンターの皆さまには大変お世話になりました。

「ほやほや通信」　編集長　小林英治

ほやほや通信
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活動報告　9̶11月のプチぐる

2017年度から、谷中のおかって及び講師となるアー

ティストが、かまいしこども園の先生と一緒に、ぐるぐ

るミックスで取り組むプログラムについて相談をした

り、活動に関する質問・疑問・不安な点などをシェア

したりして、対話を重ねる「ぐるぐるの会」を発足させ

ました。こども園でのぐるぐるミックスの開催に向け

ての素材集めや仕込みを一緒に行うほか、2016年

度に続いて、先生たちが東京・谷中でのぐるぐるミッ

クスを訪れる研修も実施しました。

　2019年度のぐるぐるの会では、谷中のおかっての

メンバーでもあるアーティストの富塚絵美（ちょり）が

ファシリテーターを務めて、こども園の先生たちと

ワークショップを重ねました。ワークショップでは、

先生たちが日頃感じている保育・教育の課題や、子ど

もたちに体験して欲しい魅力的な時間のイメージを土

台にしながら、子どもも大人も伸び伸びと創作・遊び

を楽しめるアートなプログラムを実践するための具体

策を考えてきました。アーティストがつくる場と先生

たちが日々取り組む保育・教育の現場を照らし合わ

せながら、かまいしこども園ならではのプログラムが

育っていき、この年には0歳児から5歳児まで全ての

クラスで「プチぐる」が実施できるようになりました。

編集後記

※「プチぐる」は、各クラスの先生が、通常の教育・保育の時間とは別に、子どもたちの成長段階に合わせて独自のプログラムを考えて取り組む特別な遊びの時間です。
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ぐるぐるミックスin釜石とぐるぐるの会（2017～19年度）

先生たちが取り組んでみたい遊
びをヒアリング（2018年7月11日）

富塚絵美によるワークショップ
風景（2019年7月9日）

プチぐるができるまで


